
平成２０年（2008）２月〈１８〉

　

高
倉
町
「 
大  
瀬  
八  
長 
」
は
、
高

お
お 

せ 

お 

な
が

梁
川
の
右
岸
に
あ
っ
て
、
な
だ
ら

か
な
波
浪
状
の
地
形
を
呈
す
る
松

原
町 
神  
原 
や
落
合
町
原
田
地
区
の

こ
う 
ば
ら

あ
る
海
抜
四
〇
〇
〜
五
〇
〇
�
の

吉
備
高
原
の
山
塊
が
、
東
の
高
梁

川
に
向
か
っ
て
落
ち
込
ん
だ
場
所

に
位
置
し
て
い
ま
す
。
山
か
ら
流

れ
出
る
小
さ
な
谷
の
出
口
付
近
の

 
河  
成  
段 

か 

せ
い 
だ
ん 

丘 
に
「
大
瀬
八
長
」
地
区

き
ゅ
う

が
あ
り
ま
す
。

　

高
梁
川
を
隔
て
て
対
岸
に
は
津

川
町
今
津
の
幡
見
や
辻
巻
が
あ

り
、
ま
た
備
中
松
山
城
の
あ
る
臥

牛
山
（
四
八
七
�
）
が
そ
そ
り
立

っ
て
い
ま
す
。

　

「
大
瀬
八
長
」は
中
世
に
は 
近  
似 

ち
か 
の
り

 
郷 
に
属
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
頃

ご
うの

様
子
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、 

応  
永 
元
年
（
一
三
九
四
）
の

お
う 
え
い

「
吉
備
津
宮
惣
解 
文 
」
の
条
（
文

ぶ
み

禄
五
年
＝
一
五
九
六
）
の
中
に
、

河
上
郡
近
似
郷
が
大
麦
・
小
麦
百

石
と
し
て
山
城
秋
平
が
納
め
て
い

る
記
録
（「
岡
山
県
古
文
書
集
」

＝「
吉
備
津
神
社
文
書
」）が
見
え
、

そ
の
中
に
近
似
村
、 

宇  
長 
村
、
肉

う 

な
が

谷
村
の
一
部
が
含
ま
れ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

近
世
に
な
っ
て
寛
永
一
五
年

（
一
六
三
八
）
頃
の
「
寛
永
備
中

国
絵
図
」（
池
田
家
文
庫
）
に
、

松
山
藩
近
似
村　

高
一
一
六
石
余

と
書
か
れ
、
宇
長
村
（
高
六
四
石

余
）、
肉
谷
村
の
一
部
（
高
六
九

石
余
）
と
な
っ
て
い
て
、
八
長
と

肉
谷
の
一
部
が
近
似
村
だ
っ
た
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。そ
の
後
の「
正

保
郷
帳
」（
正
保
二
・
三
年
頃
＝

一
六
四
五
・
四
六
）
に
は
、
近
似

村
二
六
五
石
余
と
記
録
さ
れ
、
松

山
藩
領
、
枝
村
に
八
長
村
（「
う

な
が
」
の
振
り
仮
名
が
あ
る
）、

大
瀬
村
、
肉
谷
村
そ
し
て
肉
谷
の

内
の
大
瀬
村
が
書
か
れ
て
い
る
の

で
す
。
こ
こ
で
大
瀬
村
の
名
が
初

め
て
見
ら
れ
、
し
か
も
肉
谷
村
の

一
部
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。

　

江
戸
時
代
の
「
大
瀬
八
長
」
は
、

川
の
対
岸
に
松
山
城
、
そ
し
て
新

見
往
来
が
通
っ
て
い
た
り
、
辻
巻

番
所
が
あ
っ
て
、
松
山
城
下
の
北

の
入
口
に
当
た
っ
て
い
た
の
で
、

対
岸
か
ら
の
監
視
場
所
と
し
て
も

重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
八
長
山
一
帯
に
は
五

七
町
余
の
藩
有
林
が
あ
っ
て
、
山

番
が
管
理
し
て
い
ま
し
た（「
高
梁

市
史
」）。
そ
し
て
、
天
明
三
年

（
一
七
八
三
）に
は 
楮 
が
松
山
藩
の

こ
う
ぞ

 
御  
留 

お 

と
め 

楮 
に
指
定
さ
れ
て
い
て
、
貴

こ
う
ぞ

重
な
山
だ
っ
た
の
で
す
。

　

そ
の
後
、
明
治
二
二
年
六
月
一

日
の
町
村
制
施
行
の
と
き
、
川
上

郡
近
似
村
だ
っ
た「
大
瀬
」「
八
長
」

の
二
地
区
を
合
わ
せ
て
川
上
郡
高

倉
村
と
な
っ
て
「
大
瀬
八
長
」
が

そ
の
大
字
名
と
な
り
ま
し
た
。

　
 
産  
土  
神 
は
高
梁
川
の 
縁 
の
宮
川

う
ぶ 
す
な 
が
み 

ふ
ち

沿
い
に
あ
る 
一 

い
っ 

宮 
神
社
で
流
れ

き
ゅ
う

向
拝
を
も
つ
一
間
社
の
本
殿
が
あ

り
ま
す
。「
備
中
誌
」
に
よ
る
と

 
小  
長 
と
あ
り
一
休
（「
体
」
に
な

お 

な
が

っ
て
い
る
）
大
明
神
と
か 
不
流 
堂

な
が
れ
ず

と
も
い
う
と
書
い
て
い
ま
す
。
高

梁
川
の
洪
水
時
に
被
害
が
少
な
い

場
所
に
あ
っ
た
の
で
す
。
寺
院
に

は
八
長
地
区
に
薬
師
如
来
・
釈
迦

牟
尼
佛
を
本
尊
と
し
て
、
永
享
六

年
（
一
四
三
四
）
開
創
と
伝
え
ら

れ
る
曹
洞
宗
長
柳
寺
が
あ
り
ま

す
。
境
内
の
石
灯
ろ
う
に
は
寛
文

七
年
（
一
六
六
七
）
の
銘
が
あ
り

ま
す
。

　

「
大
瀬
八
長
」の
地
名
の
由
来
に

つ
い
て
「
大
瀬
」
は
川
の
早
瀬
と

か
大
き
な
瀬
の
意
味
で
、
い
つ
の

時
代
に
か
高
瀬
舟
の
船
頭
達
が
付

け
た
の
か
、
高
梁
川
が
有
漢
川
を

合
流
し
、
大
瀬
付
近
で
大
き
く
折

れ
曲
が
っ
て
浅
瀬
で
急
流
を
つ
く

っ
て
い
る
場
所
で
、
近
世
に
は
松

山
藩
が 
簗 
を
仕
掛
け
て
い
た
と
こ

や
な

ろ
で
、
川
岸
に
は
番
小
屋
を
設
け

て
い
ま
し
た
。
今
で
も
地
元
の
人

は
付
近
を
「
簗
場
」
と
か
「
簗
小

屋
」の
地
名
で
呼
ん
で
い
ま
す
。　

　

ま
た
、「
八
長
」
の
地
名
は
「
高

梁
市
史
」
に
は
「
一
宮
神
社
に
尾

の
長
さ
八
町
も
あ
る
鳥
が
飛
ん
で

来
て
、
そ
の
尾
が 
長 
ち
ょ
う 

尾 
と
い
わ
れ

び

る
と
こ
ろ
ま
で
届
く
ほ
ど
で
あ
っ

た
」
と
い
う
説
話
説
を
書
い
て
い

ま
す
。「
八
長
」
は
古
く
は
「 
宇 う

 
長 
」と
表
記
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
、

な
が

「
う
な
」は
畝
・
宇
奈
・
宇
那
な
ど

と
同
じ
で
山
の
嶺

・

・

・

と
か
畝
を
意
味

す
る
こ
と
が
多
く
「
お
な
」
は
女
・

小
名
な
ど
と
書
い
て
畦
道
・

・

と
か
高・

く
な
っ
た
と
こ
ろ

・

・

・

・

・

・

・

を
表
わ
す
地
名

な
の
で
す
。
こ
の
意
味
か
ら
縁
起

の
い
い
「
八
」
の
字
に
転
化
し
た

地
名
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

 

（
文
・
松
前
俊
洋
さ
ん
）

四
十　

大
瀬
八
長

写真左から 八長地区・大瀬地区
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成 羽 図 書 館 ��２５８９

移動図書館 「 うぐいす号 」

市営星原住宅→ファミリーハイツ星原
→鶴鳴保育園→市営栄町住宅→妙見町
堀江宅横→雇用促進住宅→黒川商店
（日名地区）→枝中央地区→成美保育園

午　前
9：00～12：00

老人ホーム成羽川荘→成羽・山本地区
→小泉・東地区→布寄小学校→中野・迫
地区→吹屋保育園→吹屋小学校→向井
商店（坂本地区）→田原保育園 

午　後
１３：00～1６：00

高梁中央図書館 ��２９１２

毎週木曜日の午後
３日�，１０日�，１６日�，２０日�，２４日�，３１日�

開館時間

　画家・絵本作家として、また

アマチュア博物学者、農場経

営でも成功し、先駆的な自然

保護の活動家として社会に貢

献したビアトリクス・ポター。当

時の時代背景や価値観に対す

る彼女独自の考え方、味わい

深い生涯をたどる。

移動図書館

ちいさいこのへやちいさいこのへや　図書館２階 １４：３０から

小学校低学年までが対象で参加無料。
親子での参加も歓迎です。

１４：４５～１５：３０

１６：２０～１６：５０

有漢生涯学習センター前

落合雇用促進住宅高梁宿舎前１８日�

１１：００～１１：３０

１３：００～１４：００

１４：３０～１５：００

１５：３０～１６：００

玉川地域市民センター前

落合地域市民センター前

中国電力社宅前

松原地域市民センター前

２１日�

１１：００～１１：３０

１３：００～１３：３０

１４：００～１４：３０

津川地域市民センター前

高倉地域市民センター前

川面地域市民センター前
２５日�

１４：１５～１５：１５

１５：４５～１６：４５

川上児童館前

備中地域局前２７日�

１０：３０～１１：００

１３：００～１３：３０

１４：３０～１５：００

１６：００～１６：３０

巨瀬地域市民センター前

中井地域市民センター前

宇治地域市民センター前

落合中二公会堂前

２８日�

一般書

ビアトリクス・ポター
�ピーターラビットと大自然への愛�

リンダ・リア：著、黒川由美：訳
ランダムハウス講談社

３月４日（火）　３月１８日（火）

　山古志村の石川家の愛犬・
マリに子犬が生まれ、喜びに
包まれたのもつかの間、大地
震が発生。子どもたちは救出
されたが、マリと子犬たちは村
に取り残された…。新潟県中
越地震での実話を基にした映
画の児童向けノベライズ。

児童書

マリと子犬の物語
桑原眞二・大野一興：原作、
ひろはたえりこ：文
汐文社

休館日

9：00～ 17：00

おりがみあそび「フラワー紙のおひなさま」１日�
ビデオ「ふしぎの国のアリス」
おはなし会
（ボランティアグループ『おはなしたまてばこ』）

８日�

かみしばい「どっちだ？」１５日�
きりがみあそび「かみコプター」２２日�
えほんのよみきかせ
「ふしぎなキャンディーやさん」

２９日�

�� 月月

毎週月曜日休館日

開館時間 9：00～ 17：00

一般書

星野流
星野仙一：著
世界文化社

　今、日本で一番“燃えている

男”カミナリ親父・星野監督が

ほえる！勝つための「人」「時」

「組織」をつかむ発想法７７。


